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広島県呉市教育委員会は 21日、来年度から

市立中学で使用する教科書に関して、日本の

侵略戦争を正当化する育鵬社の歴史・公民の

教科書を不採択にしました。広島県内で育鵬

社の教科書を使用していたのは呉市だけでし

た。この結果は、公正で適正な当たり前の採

択を求める多くの市民の運動が実ったもので

す。 

この問題では、大平喜信氏が 2016年 3月の

衆院文科委員会で「育鵬社の教科書選定時に

使われた研究資料に 1000カ所以上の誤りがあった。恣意的で不公正な選定作業が行われたのでは

ないか」「このままでは教科書採択の信頼も揺らぐ」と大臣の姿勢を正しています。（写真は、大

平喜信国会通信） 

 

8月 20・21日の 2日間、大平

喜信前衆議院議員は隠岐の島

に渡り、知夫村、海士町、西の

島町、隠岐の島町の 4町村を訪

ね、町長、森林組合、農協など

から国への要望を聞き懇談し

ました。（写真上段左は森林組

合、右は西ノ島町の升谷健町長

との懇談） 

また、ブロックいっせい宣伝

日の 21 日には隠岐の島町で村

上みさろう党町議とともに4カ

所街頭から宣伝、（写真下段左）、

さらに「つどい」が開かれ、大平さんが縦横に共産党の役割を語

りました。（写真下段右） 

2 日間の行動を終えて、大平さんは「離島ならではの困難に加えコロナや災害の被害や不安が

重なり、国としての特別の支援が必要である」と語っています。この二日間の行動には、岩田剛

島根県東部地区委員長が同行しています。 
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